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(57)【要約】
【課題】無線通信システムにおけるページングメッセー
ジを受信するためにアイドルモードで動作する方法及び
装置を提供する。
【解決手段】端末は、ページングリスニング区間（ｐａ
ｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）中
にアウェイクし、前記ページングリスニング区間中に基
地局から前記ページングメッセージの第１の部分を受信
する。前記ページングメッセージは、前記ページングリ
スニング区間の拡張を指示する拡張フラッグ（ｅｘｔｅ
ｎｓｉｏｎ　ｆｌａｇ）を含む。前記端末は、前記拡張
されたページングリスニング区間中にページングメッセ
ージの第２の部分を受信する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける端末がページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇ
ｅ）を受信するためにアイドルモードで動作する方法において、
　ページングリスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）
中にアウェイクし、
　前記ページングリスニング区間中に基地局から前記ページングメッセージの第１の部分
を受信し、前記ページングメッセージは、前記ページングリスニング区間の拡張を指示す
る拡張フラッグ（ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｆｌａｇ）を含み；及び、
　前記拡張されたページングリスニング区間中にページングメッセージの第２の部分を受
信することを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
端末は、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２の部分
のための後続フレームをモニタリングするようにアウェイクしたことを維持することを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記ページングメッセージが受信されるペ
ージングフレームで後続の最先フレームで受信されることを特徴とする請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記速いフレーム内の一つのサブフレーム
で受信されることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ページングメッセージの第１及び第２の部分を結合して完全なページングメッセー
ジを受信した後、前記完全なページングメッセージが前記端末に伝達されるページングメ
ッセージが無いことを確認する場合、前記基地局がこれ以上ページングメッセージを送信
しない区間であるページング不可区間に戻ることをさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
端末は、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２の部分
のための後続のリソース領域をモニタリングするようにアウェイクしたことを維持するこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記リソース領域は、スーパーフレーム単位またはサブフレーム単位に定義されること
を特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信システムにおけるページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ）を
受信するためにアイドルモードで動作する端末において、
　メモリ；及び、
　前記メモリと連結されるプロセッサを含み、前記プロセッサは、
　ページングリスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）
中にアウェイクし、
　前記ページングリスニング区間中に基地局から前記ページングメッセージの第１の部分
を受信し、前記ページングメッセージは、前記ページングリスニング区間の拡張を指示す
る拡張フラッグ（ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｆｌａｇ）を含み；及び、
　前記拡張されたページングリスニング区間中にページングメッセージの第２の部分を受
信することを特徴とする端末。
【請求項９】
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　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
プロセッサは、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２
の部分のための後続フレームをモニタリングするようにアウェイクしたことを維持するこ
とを特徴とする請求項８に記載の端末。
【請求項１０】
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記ページングメッセージが受信されるペ
ージングフレームで後続の最先フレームで受信されることを特徴とする請求項９に記載の
端末。
【請求項１１】
　前記ページングメッセージの第１及び第２の部分を結合して完全なページングメッセー
ジを受信した後、前記プロセッサは、前記完全なページングメッセージが前記端末に伝達
されるページングメッセージが無いことを確認する場合、前記基地局がこれ以上ページン
グメッセージを送信しない区間であるページング不可区間に戻ることを特徴とする請求項
８に記載の端末。
【請求項１２】
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
プロセッサは、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２
の部分のための後続のリソース領域をモニタリングするようにアウェイクしたことを維持
することを特徴とする請求項８に記載の端末。
【請求項１３】
　無線通信システムにおける基地局がページングメッセージを送信する方法において、
　ページングメッセージ送信のために予め指定された第１のリソース領域でページングメ
ッセージの第１の部分を送信し；及び、
　第２のリソース領域で前記ページングメッセージの第２の部分を送信することを含み、
　前記ページングメッセージの第１の部分は、前記ページングメッセージの第２の部分の
送信を指示する拡張フラッグを含むことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記リソース領域は、スーパーフレーム、フレーム及びサブフレームのうちいずれか一
つであることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　無線通信システムにおけるページングメッセージを送信する基地局において、前記基地
局は、
　ページングメッセージ送信のために予め指定された第１のリソース領域でページングメ
ッセージの第１の部分を送信し；及び、
　第２のリソース領域で前記ページングメッセージの第２の部分を送信し、
　前記ページングメッセージの第１の部分は、前記ページングメッセージの第２の部分の
送信を指示する拡張フラッグを含むことを特徴とする基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおけるアイドルモード
で動作する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信の発達とマルチメディア技術の普及とともに多様な大容量送信技術が無線通信シス
テムに適用されている。無線容量を増大させるための方法には、一層多くの周波数リソー
スを割り当てる方法があるが、限定された周波数リソースを持って多数の使用者に一層多
い周波数リソースを割り当てることは限界がある。限定された周波数リソースをより效率
的に活用することができる方法の一つとして、セルの大きさを小さくする方法がある。セ
ルの大きさを小さくすると、一つの基地局がサービスしなければならない使用者の数が減
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るため、基地局は、使用者に一層多い周波数リソースを割り当てることができる。また、
セルの大きさを小さくすると、多数の使用者に一層良い状態の大容量サービスを提供する
ことができる。
【０００３】
　端末は、基地局と一定時間の間にデータを送信しなかったり受信しない場合、電力節減
（ｐｏｗｅｒ　ｓａｖｉｎｇ）のためにアイドルモード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）に切り替
える。アイドルモードの端末は、基地局の送信信号を受信しない状態で一定周期にアウェ
イクし、ページング（ｐａｇｉｎｇ）メッセージまたはブロードキャスト（ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ）メッセージを受信して活性モード（ａｃｔｉｖｅ　ｍｏｄｅ）に切り替えるかど
うかを判断する。アイドルモードの端末は、位置更新（ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａｔｅ
）過程を実行して無線通信システムのコアネットワーク（ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）に
自体の位置を知らせる。端末の位置更新過程は、（１）タイマーベースの位置更新（ｔｉ
ｍｅｒ　ｂａｓｅｄ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａｔｅ）、（２）ページンググループベ
ースの位置更新（ｐａｇｉｎｇ　ｇｒｏｕｐ　ｂａｓｅｄ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａ
ｔｅ）、（３）電力ダウンベースの位置更新（ｐｏｗｅｒ　ｄｏｗｎ　ｂａｓｅｄ　ｌｏ
ｃａｔｉｏｎ　ｕｐｄａｔｅ）などに区分される。タイマーベースの位置更新は、端末の
有する位置更新タイマーが満了される場合に位置更新を実行する方式である。ページング
グループベースのの位置更新は、端末が自体のページンググループでない他のページング
グループの領域に移動した場合に位置更新を実行する方式である。電力ダウンベースの位
置更新は、端末が電源をオフする前に位置更新を実行する方式である。コアネットワーク
は、端末の位置更新によって端末の正確な位置を把握することができ、該当端末に対する
ページングメッセージを送信することができる。
【０００４】
　端末は、ページング周期（ｐａｇｉｎｇ　ｃｙｃｌｅ）、ページングオフセット（ｐａ
ｇｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ）によってページングメッセージをモニタリングする。ページン
グ周期は、ページングメッセージが送信される周期を意味し、ページングオフセットは、
一つのページング周期でページングメッセージが送信される時点を指示する。端末は、現
在のページング周期で自体に送信されるページングメッセージがない場合、次のページン
グ周期で自体のページングメッセージが送信されるかどうかに対して続けてモニタリング
する。
【０００５】
　ページングメッセージは、ページングオフセットによって予め定義されるリソース領域
を介して送信される。然しながら、ページングメッセージの以外にＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ
　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）メッセージのようにリアルタイムに
送信されなければならない重要なメッセージがページングメッセージのために予め定義さ
れたリソース領域を介して送信されることができる。このような場合、端末は、自体のペ
ージングメッセージを現在のページング周期で受信することができず、次のページング周
期で受信しなければならない。これによって、端末に対するページングメッセージの送信
が遅れるようになる。
【０００６】
　ページングメッセージ送信の遅延を防止し、ページングメッセージを柔軟に送信するこ
とができる方法が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、ページングメッセージを受信するためにアイドルモードで動作する方法及び
装置を提供する。
【０００８】
　また、本発明は、ページングメッセージを效率的に送信する方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　一態様で、無線通信システムにおけるページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓ
ａｇｅ）を受信するためにアイドルモードで動作する方法が提供される。前記方法は、端
末により実行される。前記方法は、ページングリスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔ
ｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）中にアウェイクし、前記ページングリスニング区間中に
基地局から前記ページングメッセージの第１の部分を受信し、前記ページングメッセージ
は、前記ページングリスニング区間の拡張を指示する拡張フラッグ（ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
　ｆｌａｇ）を含み、及び前記拡張されたページングリスニング区間中にページングメッ
セージの第２の部分を受信することを含む。
【００１０】
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
端末は、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２の部分
のための後続フレームをモニタリングするようにアウェイクしたことを維持する。
【００１１】
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記ページングメッセージが受信されるペ
ージングフレームで後続の最先フレームで受信される。
【００１２】
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記速いフレーム内の一つのサブフレーム
で受信される。
【００１３】
　前記方法は、前記ページングメッセージの第１及び第２の部分を結合して完全なページ
ングメッセージを受信した後、前記完全なページングメッセージが前記端末に伝達される
ページングメッセージが無いことを確認する場合、前記基地局がこれ以上ページングメッ
セージを送信しない区間であるページング不可区間に戻ることをさらに含む。
【００１４】
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
端末は、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２の部分
のための後続のリソース領域をモニタリングするようにアウェイクしたことを維持する。
【００１５】
　前記リソース領域は、スーパーフレーム単位またはサブフレーム単位に定義される。
【００１６】
　他の態様で、無線通信システムにおけるページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓ
ｓａｇｅ）を受信するためにアイドルモードで動作する端末が提供される。前記端末は、
メモリ、及び前記メモリと連結されるプロセッサを含み、前記プロセッサは、ページング
リスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）中にアウェイ
クし、前記ページングリスニング区間中に基地局から前記ページングメッセージの第１の
部分を受信し、前記ページングメッセージは、前記ページングリスニング区間の拡張を指
示する拡張フラッグ（ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｆｌａｇ）を含み、及び前記拡張されたペー
ジングリスニング区間中にページングメッセージの第２の部分を受信する。
【００１７】
　また、他の態様で、無線通信システムにおけるページングメッセージを送信する方法が
提供される。前記方法は、ページングメッセージ送信のために予め指定された第１のリソ
ース領域でページングメッセージの第１の部分を送信し、及び第２のリソース領域で前記
ページングメッセージの第２の部分を送信することを含み、前記ページングメッセージの
第１の部分は、前記ページングメッセージの第２の部分の送信を指示する拡張フラッグを
含む。
【００１８】
　前記リソース領域は、スーパーフレーム、フレーム及びサブフレームのうちいずれか一
つである。前記第２のリソース領域は、前記第１のリソース領域で後続の最先フレームで
ある。



(6) JP 2012-510773 A 2012.5.10

10

20

30

40

50

【００１９】
　なお、他の態様で、無線通信システムにおけるページングメッセージを送信する基地局
が提供される。前記基地局は、ページングメッセージ送信のために予め指定された第１の
リソース領域でページングメッセージの第１の部分を送信し、及び第２のリソース領域で
前記ページングメッセージの第２の部分を送信し、前記ページングメッセージの第１の部
分は、前記ページングメッセージの第２の部分の送信を指示する拡張フラッグを含む。
【発明の効果】
【００２０】
　ページングメッセージの送信遅延を減らすことができ、ページングメッセージが效率的
に送信されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】無線通信システムを示すブロック図である。
【図２】端末の要素を示すブロック図である。
【図３】フレーム構造の一例を示す。
【図４】物理的リソースユニットのマッピングの一例を示す。
【図５】本発明の一実施例に係るページングメッセージ送信過程を実行する方法を示す。
【図６】本発明の一実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す。
【図７】本発明の他の実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す。
【図８】本発明の他の実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す。
【図９】本発明の他の実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す。
【図１０】本発明の一実施例に係るＭＡＰ情報を用いる拡張フラッグの送信を示す。
【図１１】本発明の一実施例に係るページングメッセージの送信による端末の動作を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などのような多様
な無線通信システムに使われることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような
無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）で具現されることができる。ＴＤＭＡは
、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉ
ｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）／
ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）のような無線技術で具現されることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２－２０、Ｅ
－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術で具現されることができ
る。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎ
ｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉ
ｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏ
ｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＥ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ）
の一部として、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採
用する。ＩＥＥＥ８０２．１６ｍはＩＥＥＥ８０２．１６ｅの進化である。
【００２３】
　図１は、無線通信システムを示すブロック図である。無線通信システムは、音声、パケ
ットデータなどのような多様な通信サービスを提供するために広く配置される。
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【００２４】
　図１を参照すると、無線通信システムは、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ
）１０及び基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＢＳ）２０を含む。端末１０は固定され
たり移動性を有することができ、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＵＴ（Ｕｓｅ
ｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器（
ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ばれることができる。基地局２０は
、一般的に端末１０と通信する固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）を意味し、ノード
Ｂ（Ｎｏｄｅ－Ｂ）、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ア
クセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）等、他の用語で呼ばれることができる。一
つの基地局２０には一つ以上のセルが存在することができる。
【００２５】
　以下、ダウンリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ；ＤＬ）は基地局２０から端末１０への送信を
意味して、アップリンク（ｕｐｌｉｎｋ；ＵＬ）は端末１０から基地局２０への送信を意
味する。ダウンリンクで、送信機は基地局２０の一部であり、受信機は端末１０の一部で
ある。アップリンクで、送信機は端末１０の一部であり、受信機は基地局２０の一部であ
る。
【００２６】
　図２は、端末の要素を示すブロック図である。
【００２７】
　図２を参照すると、端末５０は、プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）５１、メモリ（ｍ
ｅｍｏｒｙ）５２、ＲＦ部（ＲＦ　ｕｎｉｔ）５３、ディスプレイ部（ｄｉｓｐｌａｙ　
ｕｎｉｔ）５４、使用者インターフェース部（ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｕｎｉｔ
）５５を含む。プロセッサ５１は、無線インターフェースプロトコルの階層を具現し、制
御平面と使用者平面を提供する。各階層の機能はプロセッサ５１を介して具現されること
ができる。プロセッサ５１は、送受信される使用者データ及び／または制御信号を処理す
る。
【００２８】
　メモリ５２は、プロセッサ５１と連結され、端末駆動システム、アプリケーション及び
一般的なファイルを格納する。ディスプレイ部５４は、端末の多様な情報をディスプレイ
し、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎ
ｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ）等、よく知られた要素を使用する
ことができる。使用者インターフェース部５５は、キーパッドやタッチスクリーンなど、
よく知られた使用者インターフェースの組合せからなることができる。ＲＦ部５３は、プ
ロセッサと連結され、無線信号（ｒａｄｉｏｓｉｇｎａｌ）を送信及び／または受信する
。
【００２９】
　端末とネットワークとの間の無線インターフェースプロトコル（ｒａｄｉｏ　ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の階層は、通信システムで広く知られた開放型システム
間相互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ；ＯＳＩ）モデ
ルの下位３個階層に基づいてＬ１（第１の階層）、Ｌ２（第２の階層）、Ｌ３（第３の階
層）に区分されることができる。このうち　第１の階層に属する物理階層は物理チャネル
（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を用いた情報伝送サービス（ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供し、第３の階層に位置する無線リソー
ス制御（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ；ＲＲＣ）階層は端末とネット
ワークとの間に無線リソースを制御する役割を遂行する。このためにＲＲＣ階層は端末と
ネットワークとの間にＲＲＣメッセージを互いに交換する。
【００３０】
　図３は、フレーム構造の一例を示す。
【００３１】
　図３を参照すると、スーパーフレーム（Ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ；ＳＵ）は、スーパーフ
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レームヘッダ（Ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ　Ｈｅａｄｅｒ；ＳＦＨ）と４個のフレーム（Ｆ０
、Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３）を含む。各スーパーフレームの大きさは２０ｍｓであり、各フレー
ムの大きさは５ｍｓであると例示しているが、これに限定されるものではない。スーパー
フレームヘッダはスーパーフレームの最も前方部に配置されることができ、共用制御チャ
ネル（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる。共用制御チ
ャネルは、スーパーフレームを構成するフレームに対する情報またはシステム情報のよう
にセル内の全ての端末が共通的に活用することができる制御情報を送信するために使われ
るチャネルである。
【００３２】
　一つのフレームは、複数のサブフレーム（ＳＦ０、ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３、ＳＦ４、
ＳＦ５、ＳＦ６、ＳＦ７）を含む。各サブフレームはアップリンクまたはダウンリンク送
信のために使われることができる。サブフレームは、時間領域で６または７個のＯＦＤＭ
Ａシンボルで構成されることができるが、これは例示にすぎない。フレームには、ＴＤＤ
（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）方式またはＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）方式が適用されることができる。ＴＤ
Ｄ方式で、各サブフレームは同一周波数で互いに異なる時間にアップリンク送信またはダ
ウンリンク送信のために使われる。即ち、ＴＤＤ方式のフレーム内のサブフレームは時間
領域でアップリンクサブフレームとダウンリンクサブフレームに区分される。従って、ア
ップリンク送信とダウンリンク送信は同一周波数帯域を占めて互いに異なる時間に行われ
ることができる。ＦＤＤ方式で、各サブフレームは同一時間の互いに異なる周波数でアッ
プリンク送信またはダウンリンク送信のために使われる。即ち、ＦＤＤ方式のフレーム内
のサブフレームは周波数領域でアップリンクサブフレームとダウンリンクサブフレームに
区分される。従って、アップリンク送信とダウンリンク送信は互いに異なる周波数帯域を
占めて、同時に行われることができる。
【００３３】
　サブフレームは、少なくとも一つの周波数区画（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｐａｒｔｉｔｉ
ｏｎ）を含む。周波数区画は、少なくとも一つの物理的リソースユニット（Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ；ＰＲＵ）で構成される。周波数区画は、連続的（Ｃ
ｏｎｔｉｇｕｏｕｓ／ｌｏｃａｌｉｚｅｄ）ＰＲＵ及び／または分散的（Ｄｉｓｔｒｉｂ
ｕｔｅｄ／ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）ＰＲＵを含むことができる。周波数区画は、
部分的周波数再使用（Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ；ＦＦＲ
）またはマルチキャスト及びブロードキャストサービス（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ａｎｄ　
Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ；ＭＢＳ）といったような他の目的のために使わ
れることができる。
【００３４】
　ＰＲＵは、複数個の物理的に連続的なＯＦＤＭＡシンボルと複数個の物理的に連続的な
副搬送波を含むリソース割当のための基本的な物理的ユニットと定義される。ＰＲＵに含
まれるＯＦＤＭＡシンボルの数は一つのサブフレームに含まれるＯＦＤＭＡシンボルの個
数と同一である。例えば、一つのサブフレームが６ＯＦＤＭＡシンボルで構成される時、
ＰＲＵは１８副搬送波及び６ＯＦＤＭＡシンボルで定義されることができる。論理的リソ
ースユニット（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ；ＬＲＵ）は、分散的（ｄ
ｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ）リソース割当及び連続的（ｃｏｎｔｉｇｉｏｕｓ）リソース割当
のための基本的な論理単位である。ＬＲＵは、複数個のＯＦＤＭＡシンボルと複数個の副
搬送波で定義され、ＰＲＵで使われるパイロットを含む。従って、一つのＬＲＵは、複数
のデータ副搬送波を含み、データ副搬送波の個数は、割り当てられたパイロットの数に依
存する。
【００３５】
　分散リソースユニット（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ；ＤＲ
Ｕ）は、周波数ダイバーシティ利得を得るために使われることができる。ＤＲＵは、一つ
の周波数区画内に分散された副搬送波グループを含む。ＤＲＵの物理的な大きさはＰＲＵ
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の物理的な大きさと同じである。ＤＲＵで分散された各副搬送波グループを形成する最小
の物理的に連続された副搬送波単位は一つ以上の副搬送波になることができる。
【００３６】
　連続リソースユニット（Ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔｏｒ　Ｌ
ｏｃａｌｉｚｅｄ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ；ＣＲＵ）は、周波数選択的スケジュー
リング利得を得るために使われることができる。ＣＲＵは局部的副搬送波グループを含む
。ＣＲＵの物理的な大きさはＰＲＵの物理的な大きさと同じである。ＣＲＵ及びＤＲＵは
、周波数領域でＦＤＭ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉ
ｎｇ）方式にサポートされることができる。
【００３７】
　図４は、物理的リソースユニットのマッピングの一例を示す。
【００３８】
　図４を参照すると、システムの帯域幅で使われる全ての副搬送波はＰＲＵを構成する。
一つのＰＲＵは、周波数領域で１８副搬送波を含み、時間領域で６ＯＦＤＭＡシンボルま
たは７ＯＦＤＭＡシンボルで構成されることができる。ＰＲＵに含まれるＯＦＤＭシンボ
ルの数はサブフレームの類型に依存する。サブフレームの類型には、６ＯＦＤＭシンボル
を含むサブフレーム類型－１及び７ＯＦＤＭＡシンボルを含むサブフレーム類型－２があ
るが、これに制限されるものではなく、５ＯＦＤＭＡシンボル、９ＯＦＤＭＡシンボルな
ど、多様な数のＯＦＤＭＡシンボルを含むサブフレーム類型が定義されることができる。
【００３９】
　ＰＲＵは、予め定められたＰＲＵパーティショニング（ＰＲＵ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉ
ｎｇ）方法に従って、サブバンド（ｓｕｂｂａｎｄ）及びミニバンド（ｍｉｎｉｂａｎｄ
）に分けられる（Ｓ１１０）。サブバンドは、周波数領域で連続するＰＲＵの単位または
ＣＲＵを形成する最小単位を意味する。サブバンドの周波数領域の大きさは４ＰＲＵにな
る。ミニバンドは、分散されるＰＲＵの単位またはＤＲＵを形成する単位を意味する。ミ
ニバンドの周波数領域の大きさは１ＰＲＵまたはＰＲＵの整数倍になる。全体ＰＲＵでサ
ブバンドの大きさである４ＰＲＵ単位に選択されてサブバンド及びミニバンドに割り当て
られることができる。サブバンドに属するＰＲＵをＰＲＵＳＢと呼び、ミニバンドに属す
るＰＲＵをＰＲＵＭＢと呼ぶ。全体ＰＲＵの数はＰＲＵＳＢの数とＰＲＵＭＢの数の和と
同じである。サブバンドのＰＲＵＳＢ及びミニバンドのＰＲＵＭＢは再配列される（ｒｅ
ｏｒｄｅｒｅｄ）。サブバンドのＰＲＵＳＢは０から（ＰＲＵＳＢの数－１）までナンバ
リングされ、ミニバンドのＰＲＵＭＢは０から（ＰＲＵＭＢの数－１）までナンバリング
される。
【００４０】
　ミニバンドのＰＲＵＭＢは、各周波数区画で周波数ダイバーシティ（ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）を保障することができるように周波数領域で順序を変えるため
にミニバンドパーミュテイション（ｍｉｎｉｂａｎｄ　ｐｅｒｍｕｔａｔｉｏｎ）される
（Ｓ１２０）。即ち、ナンバリングされたＰＲＵＭＢは予め定められたパーミュテイショ
ン（またはマッピング規則）によって順序が変えられてＰＲＵＭＢ（ｐｅｒｍｕｔｅｄ－
ＰＲＵＭＢ）になる。
【００４１】
　以後、ＰＲＵＳＢ及びＰＲＵＭＢは一つ以上の周波数区画に割り当てられる。周波数区
画別にＣＲＵ／ＤＲＵの割当、セクター特定パーミュテイション、副搬送波パーミュテイ
ションなどのセル特定リソースマッピング過程が実行される。
【００４２】
　以下、ページングメッセージ送信の遅延を防止し、ページングメッセージを柔軟に送信
することができる方法に対して説明する。端末が電力消耗を減らすためにアイドルモード
（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）に切り替える過程及びアイドルモードの端末に対するページング
メッセージが送信される過程に対して説明する。然しながら、提案するページングメッセ
ージの送信過程は端末のモードに制限されるものではない。
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【００４３】
　図５は、本発明の一実施例に係るページングメッセージ送信過程を実行する方法を示す
。
【００４４】
　図５を参照すると、端末が基地局と一定時間の間にデータを送信しなかったり受信しな
い時、端末は、アイドルモード（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ）に切り替えを要請するために基地
局に登録取消要請（ｄｅｒｅｇｉｓｔｅｒ　ｒｅｑｕｅｓｔ；ＤＲＥＧ－ＲＥＱ）メッセ
ージを送信する（Ｓ２１０）。
【００４５】
　登録取消要請メッセージを受信した基地局は、ページングコントローラ（ｐａｇｉｎｇ
　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）と端末及び基地局情報を交換する（Ｓ２２０）。ページングコ
ントローラは、端末に対する呼び（ｃａｌｌ）またはデータパケットの送信のためのペー
ジング信号を管理する。ページングコントローラは、複数の基地局をページングのための
ページンググループにグループ化して管理することができる。ページンググループに含ま
れる複数の基地局は、一つのページンググループＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を使用す
ることができる。端末及び基地局情報には、端末の位置更新情報、セルＩＤ、ページング
グループＩＤなどが含まれる。
【００４６】
　基地局は、端末に登録取消指示（ｄｅｒｅｇｉｓｔｅｒ　ｃｏｍｍａｎｄ；ＤＲＥＧ－
ＣＭＤ）メッセージを送信する（Ｓ２３０）。登録取消指示メッセージは登録取消要請メ
ッセージに対する応答である。登録取消指示メッセージが送信されないと、端末は、登録
取消要請タイマー（ｔｉｍｅｒ）が満了された後に登録取消要請メッセージを再送信する
ことができる。登録取消指示メッセージにはページングメッセージの送信周期に対する情
報が含まれることができる。ページングメッセージの送信周期は、ページング周期（ｐａ
ｇｉｎｇ　ｃｙｃｌｅ）、ページングオフセット（ｐａｇｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ）及びペ
ージングリスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）のう
ち少なくともいずれか一つを含む。ページング周期はページングメッセージが送信される
周期を意味する。ページングオフセットはページング周期でページングメッセージが送信
される時点を指示する。ページングリスニング区間は、端末がページングメッセージをモ
ニタリングしなければならない時間を意味し、基地局はページングリスニング区間中にペ
ージングメッセージを送信する。例えば、ページング周期は複数のスーパーフレームを含
むことができ、ページングオフセットはサブフレームまたはフレーム単位に指示されるこ
とができ、ページングリスニング区間は、一つのスーパーフレームまたは一つ以上のフレ
ームまたは一つ以上のサブフレームを含むことができる。
【００４７】
　ＤＲＥＧ－ＣＭＤメッセージを受信した後、端末はアイドルモードに切り替える（Ｓ２
４０）。アイドルモードに切り替えた端末は、ページング送信周期情報によってページン
グリスニング区間中にアウェイクしてページングメッセージをモニタリングし、自体に対
するページングメッセージがないと、基地局の送信信号を受信しないスリープ状態（ｓｌ
ｅｅｐ　ｓｔａｔｅ）となる。
【００４８】
　端末がアイドルモードに切り替えた以後、端末に対する呼びまたはデータパケットの送
信が発生する場合、ページングコントローラは基地局にページング告知（ｐａｇｉｎｇ　
ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ）メッセージを送信する（Ｓ２５０）。
【００４９】
　基地局は、ページング告知メッセージを受信する場合、端末にページングメッセージを
送信する（Ｓ２６０）。ページングメッセージにはページンググループＩＤが含まれるこ
とができる。ページングメッセージは、ブロードキャストチャネル（ｂｒｏａｄｃａｓｔ
　ｃｈａｎｎｅｌ）またはダウンリンク制御チャネルを介して送信されることができる。
ページングメッセージは予め指定されたリソース領域を介して送信されることができる。
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ページングメッセージのためのリソース領域は、少なくとも一つのＣＲＵまたはＤＲＵを
含むことができる。ページングメッセージのためのリソース領域は、一つのページング周
期で特定フレームまたはサブフレームを意味する。
【００５０】
　全体ページングメッセージは予め指定されたリソース領域を介して全部送信されないこ
ともある。ページングメッセージの残り部分の送信のためのリソース領域の拡張／非拡張
または端末のページングリスニング区間の拡張／非拡張可否を指示する拡張フラッグ（ｅ
ｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｆｌａｇ）がページングメッセージに含まれることができる。拡張フ
ラッグは、他の制御信号または他の制御チャネルを介してページングメッセージと別途に
送信されることもできる。拡張フラッグは、１ビットであり、ページングリスニング区間
の拡張または非拡張可否を指示することができる。例えば、拡張フラッグのビット値が１
の場合、ページングリスニング区間の拡張があることを意味し、拡張フラッグのビット値
が０の場合、ページングリスニング区間の拡張が無いことを意味する。
【００５１】
　表１は、ページングメッセージに含まれる拡張フラッグの一例を示す。ここでは拡張フ
ラッグが１ビットのビット数を有すると仮定したが、これは制限されるものではない。
【００５２】
【表１】

　ここではページングメッセージを送信するための予め定義されたサブフレームまたはフ
レームまたはスーパーフレームが拡張フラッグのビット値が‘０’の場合に拡張されず、
‘１’の場合に拡張されると示したが、これと反対にページングメッセージを送信するた
めの予め定義されたサブフレームまたはフレームまたはスーパーフレームが拡張フラッグ
のビット値が‘０’の場合に拡張され、‘１’の場合に拡張されないと定義されることも
できる。
【００５３】
　拡張フラッグがページングリスニング区間の拡張を意味する時、ページングリスニング
区間は基地局と端末との間に予め定義された時間ほど拡張されることができる。アイドル
モードの端末は、拡張フラッグを含むページングメッセージを受信すると、拡張されるペ
ージングリスニング区間までアウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）を維持する。例
えば、ページングリスニング区間は、サブフレーム単位またはフレーム単位またはスーパ
ーフレーム単位に拡張されることができる。端末は、ページングメッセージが送信される
サブフレームの次のサブフレームまでページングリスニング区間を拡張してモニタリング
することができる。または、端末は、ページングメッセージが送信されるフレームの次の
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フレームまでページングリスニング区間を拡張してモニタリングすることができる。また
は、端末は、ページングメッセージが送信されるスーパーフレームの次のスーパーフレー
ムまでページングリスニング区間を拡張してモニタリングすることができる。
【００５４】
　ページングメッセージのために予め指定されたリソース領域を介してページングメッセ
ージの全部を送信することができない場合、基地局は、ページングメッセージの残り部分
を拡張されたページングリスニング区間内で拡張されたリソース領域を介して送信する（
Ｓ２７０）。例えば、ページングメッセージの残り部分は、拡張フラッグを含んだページ
ングメッセージが送信されたフレームで最先の連続するフレームを介して送信されること
ができる。
【００５５】
　端末は、自体に対するページングメッセージ及び／または残りのページングメッセージ
が受信されると、活性モード（ａｃｔｉｖｅ　ｍｏｄｅ）に切り替える（Ｓ２８０）。活
性モードは、基地局の送信信号を持続的に受信することができる端末の一般的な状態を意
味する。もし、ページングメッセージ及び／または残りのページングメッセージが自体に
対するページングメッセージでない場合、端末は、電力消耗を減らすために次のページン
グ周期までスリープ状態に戻る。活性モードに切り替えた端末は基地局との通信を実行す
る（Ｓ２９０）。
【００５６】
　以下、残りのページングメッセージの送信のための階層的フレーム構造でリソース領域
の拡張に対して説明する。階層的フレーム構造は、ダウンリンクサブフレーム及びアップ
リンクサブフレームが時間領域で区分されるＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕ
ｐｌｅｘ）構造と仮定するが、提案するページングメッセージの送信過程は、ＦＤＤ（ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）フレーム構造にも適用されること
ができる。提案するページングメッセージの送信過程はフレーム構造に制限されるもので
はない。
【００５７】
　図６は、本発明の一実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す。
【００５８】
　図６を参照すると、ページング周期（ｐａｇｉｎｇ　ｃｙｃｌｅ）は５スーパーフレー
ム（ＳＵ）を含み、ページングオフセット（ｐａｇｉｎｇ　ｏｆｆｓｅｔ）がＳＵ１の開
始点を指示する（例えば、ページングオフセットは、ＳＵ０の開始点を基準にして一つの
スーパーフレームを示すことができる）と仮定する。即ち、ＳＵ１の開始点で端末のペー
ジングリスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）が開始
される。また、ページングリスニング区間は１スーパーフレームと仮定する。
【００５９】
　フレーム＃１の２番目のダウンリンクサブフレームがページングメッセージの送信のた
めに予め指定されたと仮定する。以下、ページングメッセージの送信のために予め指定さ
れるダウンリンクサブフレームをページングサブフレームという。基地局は、ページング
サブフレームを介してページングメッセージを送信する。ページングサブフレームを介し
て拡張フラッグが送信されることができる。
【００６０】
　ページングサブフレームを介してページングメッセージの全部を送信することができな
い場合、基地局は、ページングサブフレームに連続する最先ダウンリンクサブフレーム（
フレーム＃１の３番目のダウンリンクサブフレーム）を介して残りのページングメッセー
ジを送信する。以下、残りのページングメッセージの送信のために指定されるダウンリン
クサブフレームを拡張サブフレームという。拡張フラッグのビット値が‘１’に設定され
、ページングメッセージ送信のためのダウンリンクサブフレーム単位の拡張を示すことが
できる。拡張サブフレームを介して残りのページングメッセージが送信される。
【００６１】
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　アイドルモードの端末は、ダウンリンクサブフレームの拡張を示す拡張フラッグを含む
ページングメッセージを受信すると、スリープ状態（ｓｌｅｅｐ　ｓｔａｔｅ）に入らず
アウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）を維持する。即ち、拡張フラッグは、端末の
ページングリスニング区間がサブフレームの大きさほど拡張されることを指示することが
できる。端末は、拡張サブフレームをモニタリングして残り部分のページングメッセージ
を受信する。端末は、ページングサブフレーム及び拡張サブフレームを介して完全なペー
ジングメッセージを受信することができ、自体に伝達されるページングメッセージがある
かどうかを確認する。端末は、完全なページングメッセージを確認して自体に伝達される
ページングメッセージがないと、スリープ状態に戻る。自体に伝達されるページングメッ
セージがあると、通信のための活性モードに切り替える。
【００６２】
　図７は、本発明の他の実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す
。図６と比較して説明すると、拡張フラッグのビット値が‘０’であり、ページングメッ
セージ送信のためのダウンリンクサブフレームの拡張が無いことを示す。全体ページング
メッセージはページングサブフレームで送信され、拡張サブフレームは割り当てられない
。アイドルモードの端末は、拡張サブフレームが割り当てられないことを指示する拡張フ
ラッグを含むページングメッセージを受信すると、スリープ状態（ｓｌｅｅｐ　ｓｔａｔ
ｅ）に入って電力消耗を減らすことができる。
【００６３】
　図８は、本発明の他の実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す
。
【００６４】
　図８を参照すると、ページング周期は５スーパーフレーム（ＳＵ）を含み、ページング
オフセットがＳＵ１の開始点を指示し、ページングリスニング区間が１スーパーフレーム
である。この場合、フレーム＃１の２番目のダウンリンクサブフレームがページングサブ
フレームと仮定する。ページングサブフレームで拡張フラッグを含んだページングメッセ
ージが送信される。
【００６５】
　ページングサブフレームが含まれた予め定義されたフレーム＃１を介してページングメ
ッセージの全部を送信することができない場合、フレーム＃１に後続の最先フレームであ
るフレーム＃２を介して残りのページングメッセージが送信される。この時、拡張フラッ
グはページングメッセージ送信のためにフレーム単位の拡張を示す（例えば、拡張フラッ
グ＝１）。拡張されたフレーム（フレーム＃２）には残りのページングメッセージを送信
するための拡張サブフレームが含まれることができ、残りのページングメッセージは拡張
サブフレームを介して送信されることができる。
【００６６】
　フレーム＃２の拡張サブフレームは、フレーム＃１のページングサブフレームとフレー
ム上で同一位置のサブフレームに位置してもよく、または他の位置のサブフレームに位置
してもよい。
【００６７】
　アイドルモードの端末は、フレーム単位の拡張を示す拡張フラッグを含むページングメ
ッセージを受信すると、スリープ状態に入らずアウェイク状態を維持することができる。
拡張フラッグは端末のページングリスニング区間がフレーム大きさほど拡張されることを
意味することができる。端末は、現在のフレームでページングメッセージの全部を受信す
ることができないと、次の連続するフレームで残りのページングメッセージを確認する。
次の連続するフレームで残りのページングメッセージにも拡張フラッグがフレーム単位の
拡張を示すことができ、端末は、その次の連続するフレームで続けて残りのページングメ
ッセージを受信する。端末は、拡張されたフレームをモニタリングして残りのページング
メッセージを受信することができる。端末は、完全なページングメッセージを確認して自
体に伝達されるページングメッセージがないと、スリープ状態に戻り、自体に伝達される
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ページングメッセージがあると、通信のための活性モードに切り替える。
【００６８】
　図９は、本発明の他の実施例に係るフレーム構造でページングメッセージの送信を示す
。図８と比較して説明すると、ページングサブフレームを介してページングメッセージの
全部を送信することができない場合、ページングサブフレームが含まれたスーパーフレー
ムＳＵ１に連続する最先スーパーフレームＳＵ２を介して残りのページングメッセージが
送信される。拡張フラッグはページングメッセージ送信のためにスーパーフレーム単位の
拡張を示す（例えば、拡張フラッグ＝１）。拡張されたスーパーフレームＳＵ２には残り
のページングメッセージを送信するための拡張サブフレームが含まれることができ、拡張
サブフレームは、スーパーフレームＳＵ１のページングサブフレームとスーパーフレーム
上で同一位置のサブフレームまたはフレームに位置してもよく、他の位置のサブフレーム
またはフレームに位置してもよい。または、連続する最先フレームであるフレーム＃２の
１番目のサブフレームから残っているサブフレームまでを介して残りのページングメッセ
ージが送信されることができる。
【００６９】
　アイドルモードの端末は、スーパーフレーム単位の拡張を示す拡張フラッグを含むペー
ジングメッセージを受信すると、スリープ状態に入らず次のスーパーフレームまでアウェ
イク状態を維持することができる。拡張フラッグは、端末のページングリスニング区間が
スーパーフレーム大きさほど拡張されることを指示することができる。端末は拡張された
スーパーフレームをモニタリングして残りのページングメッセージを受信することができ
る。端末は、完全なページングメッセージを確認して自体に伝達されるページングメッセ
ージがないと、スリープ状態に戻り、自体に伝達されるページングメッセージがあると、
通信のための活性モードに切り替える。
【００７０】
　以上、図６ないし図９で１ビットの拡張フラッグがページングメッセージに含まれると
説明したが、拡張フラッグは、常にページングメッセージに含まれず、オプショナルパラ
メータ（ｏｐｔｉｏｎａｌ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）としてページングメッセージに含まれ
ることができる。即ち、拡張フラッグは、必要によってページングメッセージに含まれて
もよく、含まれなくてもよい。表２は、ページングメッセージ送信の拡張のためのオプシ
ョナルパラメータを表現した一例である。
【００７１】
【表２】

　前述したページングメッセージ送信過程で送信する残り部分のページングメッセージが
なく、残りのページングメッセージの送信のための予め定義されたダウンリンクサブフレ
ームまたはフレームまたはスーパーフレームの拡張が必要でない場合には拡張フラッグの
ような情報がページングメッセージに含まれないこともある。拡張フラッグが任意にペー
ジングメッセージに含まれるため、無線リソースの浪費を減らすことができる。
【００７２】
　図１０は、本発明の一実施例に係るＭＡＰ情報を用いる拡張フラッグの送信を示す。Ｔ
ＤＤフレーム構造を例示するが、フレームの構造は制限されるものではない。
【００７３】
　図１０を参照すると、ＴＤＤフレームは時間領域でダウンリンク領域（ＤＬ）及びアッ
プリンク領域（ＵＬ）に区分される。スーパーフレームで最も前方部のフレームの場合、
フレームで最も前方部の部分にスーパーフレームヘッダ（ｓｕｐｅｒ　ｆｒａｍｅ　ｈｅ
ａｄｅｒ；ＳＦＨ）が位置することができる。スーパーフレームヘッダにはシステム情報
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のようなブロードキャスト情報が含まれる。ダウンリンク領域には複数のダウンリンクサ
ブフレームが含まれ、ダウンリンクサブフレームにはユニキャスト制御情報（ｕｎｉｃａ
ｓｔ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）が割り当てられることができる。ユニ
キャスト制御情報はＡ－ＭＡＰ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＭＡＰ）を介して送信される。Ａ－
ＭＡＰ領域は、全てのダウンリンクサブフレームに割り当てられてもよく、定められたダ
ウンリンクサブフレームにのみ割り当てられてもよい。
【００７４】
　Ａ－ＭＡＰは、使用者特定制御情報（ｕｓｅｒ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）及び非使用者特定制御情報（ｎｏｎ－ｕｓｅｒ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含むことができる。使用者特定制御
情報は、ＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）フィード
バック情報、電力制御情報、割当情報を含むことができる。これによって、Ａ－ＭＡＰは
、非使用者特定Ａ－ＭＡＰ、ＨＡＲＱフィードバックＡ－ＭＡＰ、電力制御Ａ－ＭＡＰ、
割当Ａ－ＭＡＰに区分されることができる。非使用者特定Ａ－ＭＡＰには、特定使用者ま
たは特定使用者グループに対する情報が載せずに他のＡ－ＭＡＰをデコーディングするた
めの情報が載せる。ＨＡＲＱフィードバックＡ－ＭＡＰには、アップリンクデータ送信に
対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／ｎｏｎ－ａｃｋｎｏｗｌｅ
ｄｇｅｍｅｎｔ）情報が載せる。電力制御Ａ－ＭＡＰには、端末に対する電力制御指示が
載せる。割当Ａ－ＭＡＰには、多様な類型のリソース割当情報が載せる。
【００７５】
　予め指定されたリソース領域を介してページングメッセージの全部を送信することがで
きない場合、残りのページングメッセージの送信のためのリソース領域の拡張または端末
のページングリスニング区間の拡張のためにＡ－ＭＡＰ領域にページングメッセージＡ－
ＭＡＰが割り当てられることができる。ページングメッセージＡ－ＭＡＰは、ページング
メッセージの情報を指示する。ページングメッセージＡ－ＭＡＰは、複数の割当Ａ－ＭＡ
Ｐのうちいずれか一つを利用することができる。
【００７６】
　表３は、ページングメッセージＡ－ＭＡＰの一例を示す。
【００７７】
【表３】

　ページングメッセージＡ－ＭＡＰを介して拡張フラッグが送信されることができる。従
って、ページングメッセージはデータ領域を介して送信され、拡張フラッグはＡ－ＭＡＰ
領域を介して送信されることができる。残りのページングメッセージは、連続する最先サ
ブフレーム（またはフレームまたはスーパーフレーム）を介して送信されることができる
。端末は、ページングメッセージＡ－ＭＡＰを介してページングリスニング区間の拡張が
あることを知ることができる。
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【００７８】
　一方、ページングメッセージは、複数のメッセージで分割（ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏ
ｎ）されて送信されることができる。ページングメッセージが複数のメッセージに分割さ
れる場合、各メッセージには分割サブヘッド（ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｓｕｂｈｅ
ａｄｅｒ；ＦＳＨ）が付加されて送信される。表４は、複数のメッセージに付加される分
割サブヘッドの一例を示す。
【００７９】
【表４】

　端末は、分割されたページングメッセージを受信して分割サブヘッドを確認する。ＦＣ
フィールド値が１１の場合、端末は続けてページングリスニング区間中に残り部分のペー
ジングメッセージを受信する。
【００８０】
　図１１は、本発明の一実施例に係るページングメッセージの送信による端末の動作を示
す。
【００８１】
　図１１を参照すると、アイドルモードの端末は、電力消耗を減らすために信号の送受信
を抑制する電力節減（ｐｏｗｅｒ　ｓａｖｉｎｇ）状態でページング周期及びページング
オフセットが指示する時点でアウェイクしてページングメッセージを受信することができ
るリスニング（ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ）状態となる。電力節減状態は前述したスリープ状態
を意味し、リスニング状態はアウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）を意味する。一
般的に、端末は、ページングメッセージが送信されないページング不可区間（ｐａｇｉｎ
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【００８２】
　例えば、ページングオフセットが指示するフレーム（またはスーパーフレーム）で端末
はリスニング状態に切り替えてページングメッセージを受信する。ページング周期＃０の
ように、受信されたページングメッセージに拡張フラッグが含まると、端末は連続する次
のフレームまでリスニング状態を維持してモニタリングする。連続するフレームでページ
ングメッセージの残り部分を全部受信することができない場合には続けて連続するフレー
ムをモニタリングする。ページングリスニング区間中にページングメッセージの全部を受
信することができない場合、端末は、ページングリスニング区間を延長してリスニング状
態を維持して連続するフレームをモニタリングする。端末は、ページングメッセージの全
部を受信してページングメッセージが自体に伝達されるページングでない場合には電力節
減状態に戻る。ページング周期＃１のように、受信されたページングメッセージに拡張フ
ラッグが含まれず、残りのページングメッセージが送信されない場合、端末は、ページン
グリスニング区間中にリスニング状態を維持してページングリスニング区間が終了される
と、電力節減状態に戻る。全体ページングメッセージが自体のページングメッセージであ
る場合、端末は通信のための活性モードに切り替える。
【００８３】
　ここでは拡張フラッグがページングメッセージに常に含まれることではないという仮定
下に拡張フラッグを含むか否かによってページングリスニング区間の拡張可否が決定され
ると示した。然しながら、前述した通り、拡張フラッグは常にページングメッセージに含
まれることができ、拡張フラッグのビット値によってページングリスニング区間の拡張可
否が決定されることができる。
【００８４】
　このように、ページングリスニング区間の拡張可否を指示する拡張フラッグを用いてペ
ージングメッセージの送信のために予め定義されたリソース領域を拡張することができ、
ページングメッセージの送信遅延を減らすことができる。従って、端末は、自体のページ
ングメッセージを速かにさがすことができ、活性モードへの切り替えを速かに実行するこ
とができる。
【００８５】
　前述した全ての機能は、前記機能を遂行するようにコーディングされたソフトウェアや
プログラムコードなどによるマイクロプロセッサ、制御器、マイクロ制御器、ＡＳＩＣ（
Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）
などのようなプロセッサにより実行されることができる。前記コードの設計、開発及び具
現は、本発明の説明に基づいて当業者に自明である。
【００８６】
　以上、本発明に対して実施例を参照して説明したが、該当技術分野の通常の知識を有す
る者は、本発明の技術的思想及び領域から外れない範囲内で本発明を多様に修正及び変更
させて実施することができることを理解することができる。従って、前述した実施例に限
定されず、本発明は、特許請求の範囲内の全ての実施例を含む。
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【図１０】 【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月3日(2011.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　なお、他の態様で、無線通信システムにおけるページングメッセージを送信する基地局
が提供される。前記基地局は、ページングメッセージ送信のために予め指定された第１の
リソース領域でページングメッセージの第１の部分を送信し、及び第２のリソース領域で
前記ページングメッセージの第２の部分を送信し、前記ページングメッセージの第１の部
分は、前記ページングメッセージの第２の部分の送信を指示する拡張フラッグを含む。
（項目１）
　無線通信システムにおける端末がページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇ
ｅ）を受信するためにアイドルモードで動作する方法において、
　ページングリスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）
中にアウェイクし、
　前記ページングリスニング区間中に基地局から前記ページングメッセージの第１の部分
を受信し、前記ページングメッセージは、前記ページングリスニング区間の拡張を指示す
る拡張フラッグ（ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｆｌａｇ）を含み；及び、
　前記拡張されたページングリスニング区間中にページングメッセージの第２の部分を受
信することを含むことを特徴とする方法。
（項目２）
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
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端末は、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２の部分
のための後続フレームをモニタリングするようにアウェイクしたことを維持することを特
徴とする項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記ページングメッセージが受信されるペ
ージングフレームで後続の最先フレームで受信されることを特徴とする項目２に記載の方
法。
（項目４）
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記速いフレーム内の一つのサブフレーム
で受信されることを特徴とする項目３に記載の方法。
（項目５）
　前記ページングメッセージの第１及び第２の部分を結合して完全なページングメッセー
ジを受信した後、前記完全なページングメッセージが前記端末に伝達されるページングメ
ッセージが無いことを確認する場合、前記基地局がこれ以上ページングメッセージを送信
しない区間であるページング不可区間に戻ることをさらに含むことを特徴とする項目１に
記載の方法。
（項目６）
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
端末は、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２の部分
のための後続のリソース領域をモニタリングするようにアウェイクしたことを維持するこ
とを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目７）
　前記リソース領域は、スーパーフレーム単位またはサブフレーム単位に定義されること
を特徴とする項目６に記載の方法。
（項目８）
　無線通信システムにおけるページングメッセージ（ｐａｇｉｎｇ　ｍｅｓｓａｇｅ）を
受信するためにアイドルモードで動作する端末において、
　メモリ；及び、
　前記メモリと連結されるプロセッサを含み、前記プロセッサは、
　ページングリスニング区間（ｐａｇｉｎｇ　ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）
中にアウェイクし、
　前記ページングリスニング区間中に基地局から前記ページングメッセージの第１の部分
を受信し、前記ページングメッセージは、前記ページングリスニング区間の拡張を指示す
る拡張フラッグ（ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｆｌａｇ）を含み；及び、
　前記拡張されたページングリスニング区間中にページングメッセージの第２の部分を受
信することを特徴とする端末。
（項目９）
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
プロセッサは、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２
の部分のための後続フレームをモニタリングするようにアウェイクしたことを維持するこ
とを特徴とする項目８に記載の端末。
（項目１０）
　前記ページングメッセージの第２の部分は、前記ページングメッセージが受信されるペ
ージングフレームで後続の最先フレームで受信されることを特徴とする項目９に記載の端
末。
（項目１１）
　前記ページングメッセージの第１及び第２の部分を結合して完全なページングメッセー
ジを受信した後、前記プロセッサは、前記完全なページングメッセージが前記端末に伝達
されるページングメッセージが無いことを確認する場合、前記基地局がこれ以上ページン
グメッセージを送信しない区間であるページング不可区間に戻ることを特徴とする項目８
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に記載の端末。
（項目１２）
　前記拡張フラッグを含む前記ページングメッセージの第１の部分を受信する場合、前記
プロセッサは、前記拡張ページングリスニング区間中に前記ページングメッセージの第２
の部分のための後続のリソース領域をモニタリングするようにアウェイクしたことを維持
することを特徴とする項目８に記載の端末。
（項目１３）
　無線通信システムにおける基地局がページングメッセージを送信する方法において、
　ページングメッセージ送信のために予め指定された第１のリソース領域でページングメ
ッセージの第１の部分を送信し；及び、
　第２のリソース領域で前記ページングメッセージの第２の部分を送信することを含み、
　前記ページングメッセージの第１の部分は、前記ページングメッセージの第２の部分の
送信を指示する拡張フラッグを含むことを特徴とする方法。
（項目１４）
　前記リソース領域は、スーパーフレーム、フレーム及びサブフレームのうちいずれか一
つであることを特徴とする項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　無線通信システムにおけるページングメッセージを送信する基地局において、前記基地
局は、
　ページングメッセージ送信のために予め指定された第１のリソース領域でページングメ
ッセージの第１の部分を送信し；及び、
　第２のリソース領域で前記ページングメッセージの第２の部分を送信し、
　前記ページングメッセージの第１の部分は、前記ページングメッセージの第２の部分の
送信を指示する拡張フラッグを含むことを特徴とする基地局。
 
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるページングメッセージモニタリング方法において、
　端末がページングリスニング区間とページング不可区間を含むアイドルモードに切り替
える段階；
　前記端末が基地局から前記ページングリスニング区間中にページングメッセージを受信
し、前記ページングメッセージは、前記ページングメッセージの残り部分があるかどうか
を知らせる拡張フラッグを含む段階；及び、
　前記拡張フラッグが前記ページングメッセージの残り部分の存在を指示する場合、前記
端末は、アウェイクしたままで前記ページングメッセージの残り部分を受信するために後
続のサブフレームまたはフレームをモニタリングする段階；
　を含むことを特徴とするページングメッセージモニタリング方法。
【請求項２】
　前記拡張フラッグが前記ページングメッセージの残り部分の不存在を指示する場合、前
記端末は、後続のサブフレームまたはフレームをモニタリングしないことを特徴とする請
求項１に記載のページングメッセージモニタリング方法。
【請求項３】
　前記端末が受信したページングメッセージによりページングされない場合、前記ページ
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ング不可区間に戻る段階をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載のページングメッ
セージモニタリング方法。
【請求項４】
　前記ページングメッセージは、予め定められたフレームを介して送信されることを特徴
とする請求項１に記載のページングメッセージモニタリング方法。
【請求項５】
　前記端末が前記基地局に前記アイドルモードの開始を要請する要請メッセージを送信す
る段階；及び、
　前記端末が前記基地局から前記要請メッセージに対する応答として応答メッセージを受
信する段階；
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のページングメッセージモニタリング方
法。
【請求項６】
　前記応答メッセージは、ページング周期とページングオフセットを含み、前記ページン
グオフセットは、前記ページング周期内で前記ページングリスニング区間の開始点の表示
に使われることを特徴とする請求項５に記載のページングメッセージモニタリング方法。
【請求項７】
　前記ページング周期は、前記ページングリスニング区間と前記ページング不可区間から
なることを特徴とする請求項６に記載のページングメッセージモニタリング方法。
【請求項８】
　前記ページングリスニング区間の長さは、ページング周期当たり一つのスーパーフレー
ム（ｓｕｐｅｒｆｒａｍｅ）であることを特徴とする請求項７に記載のページングメッセ
ージモニタリング方法。
【請求項９】
　前記要請メッセージを送信する時、タイマーを開始する段階；及び、
　前記タイマーが満了される時まで前記応答メッセージを受信することができない場合、
前記要請メッセージを再送信する段階；
　をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載のページングメッセージモニタリング方
法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおけるページングメッセージをモニタリングする装置において、
　無線信号を送信及び受信するＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部；及び、
　前記ＲＦ部と連結されるプロセッサ；を含み、前記プロセッサは、
　ページングリスニング区間とページング不可区間を含むアイドルモードに切り替え；
　基地局から前記ページングリスニング区間中にページングメッセージを受信し、前記ペ
ージングメッセージは、前記ページングメッセージの残り部分があるかどうかを知らせる
拡張フラッグを含み；
　前記拡張フラッグが前記ページングメッセージの残り部分の存在を指示する場合、前記
プロセッサは、アウェイクしたままで前記ページングメッセージの残り部分を受信するた
めに後続のサブフレームまたはフレームをモニタリングすることを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記拡張フラッグが前記ページングメッセージの残り部分の不存在を指示する場合、前
記プロセッサは、後続のサブフレームまたはフレームをモニタリングしないことを特徴と
する請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記受信したページングメッセージによりページングされない場合
、前記ページング不可区間に戻ることを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ページングメッセージは、予め定められたフレームを介して送信されることを特徴
とする請求項１０に記載の装置。
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【請求項１４】
　前記プロセッサは、
　前記基地局に前記アイドルモードの開始を要請する要請メッセージを送信し；及び、
　前記基地局から前記要請メッセージに対する応答として応答メッセージを受信し、
　前記応答メッセージは、ページング周期とページングオフセットに関する情報を含み、
前記ページングオフセットは、前記ページング周期内で前記ページングリスニング区間の
開始点の表示に使われることを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、
　前記要請メッセージを送信する時、タイマーを開始し；及び、
　前記タイマーが満了される時まで前記応答メッセージを受信することができない場合、
前記要請メッセージを再送信することを特徴とする請求項１４に記載の装置。
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